
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

住吉中学校区家庭教育支援チーム 

 

◆URL：周南市教育委員会生涯学習課 HP 内 

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/56/116660.html 

 

②活動拠点 周南市立住吉中学校 

③活動範囲 周南市立住吉中学校区 

④組織体制 

 

   ３ 人 

母子保健推進員１人、保育士１人、保健師１人、 

※顧問として 住吉中学校区地域学校協働活動推進員１人 

 

⑤活動開始年度 令和６年度（２０２４年度） 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

山口県周南市教育委員会生涯学習課 

（TEL）0834-22-8621   （E-mail）ed-shogai@city.shunan.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/56/116660.html


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

住吉中学校で開催する子育てひろばは、住吉中学校の校区内に暮らす

地域住民を中心に、平成２９年度から実施している。 

さらに行政（福祉部局、教育委員会）と連携すべく、令和６年５月１５日に、

「住吉中学校区家庭教育支援チーム」が誕生した。 

 

① 住吉中子育てひろば 赤ちゃんと学校へ行こう！ 

中学生と乳幼児親子の交流の場（R６年度：３回 全ての学年で開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生：市の保健師により「乳幼児親子との接し方」などを、事前に学習。さ

らに、保護者が持参された母子手帳やアルバムから、子育ての喜びや苦労

話を聞くことで、家庭や子どもを持つことの楽しさや素晴らしさを感じる機

会、保護者への感謝の機会となった。 

 

乳幼児親子：中学生との交流に限らず、横の繋がり（参加親子同士、家庭教

育支援チームや学校、保健師、市職員など）が生まれた。 

リピーターも多く、申込受付開始初日に定員が埋まるなど、親子の満足度も

高い。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

住吉中子育てひろば 赤ちゃんと学校へ行こう！ 

・ 中学生にとっての学びの機会とするとともに、乳幼児親子の居場所づく

り、横のつながり、チーム員を含めた多世代交流の場を作ることができ

た。 

・ 次年度以降も活動を継続して実施したい。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 




